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．はじめに 

気候変動が地

環や水利用

いる．これま

間部の急激な

流量の増加が

うな傾向が継

循環に大きな

研究では，M
流域におけ

析を行った．

．黒部川流域

黒部川流域は

黒部川を中心

に豊かな自然

に位置してお

で約 2500mm
でも特筆して

富な地下水が

様々な水利用

．データと解

図-1 は黒部

示したもので

たる黒部ダ

流域近傍に位

量データを利

降水量の将来

が共同で開

RI-AGCM20
ナリオは A
未来(2015-2
る． 
AGCM20 は

(3.2S)が開発

デルを基盤

化したモデル

太平洋にお

近における太

下本稿では前

表記する． 
本研究で設定

ダムと宇奈月

とし，それぞ

キーワード

連絡先  

MRI-AGCM

 

地球規模の水

に大きな影響

までに著者

な温度上昇，

が顕著であ

継続した場合

な影響を与え

MRI-AGCM2
る降水量と降

． 
域  

は，流域面積

心とし，山地

然に恵まれた

おり，流域の

m，山間部で

て多い．その

が生活用水や

用が行われて

解析方法  

部川流域と解析

である．本研

ム(関西電力

位置する魚津

利用した． 
来予測につい

開発した超高

0(約 20km×20
1B，解析期

039 年)，将来

は前期実験モ

発されている

として，地球

ルである．後

ける台風の発

太平洋高気圧

前期モデルを

定した各観測

月は 4 メッシ

ぞれのアンサ

ド 降雪量，

 〒939-0

M20 を用い

水循環のみな

響を与えるこ

らは，黒部川

，降雪量の減

ると報告して

合，将来的に

える可能性が

20 の出力結果

降雪量の将来

積 682km2，

地の割合が約

た流域である

の年降水量の

では約 3400m
のため，この

や工業用水に

ている． 

析に利用した

研究では，黒

力)，中流域の

津，泊(JMA)の

いては，気象

高解像度全

0km)の出力結

間は，現在(
来(2075-2099

モデル(3.1S)と
．前期モデル

球シミュレー

後期モデルの

発生分布の改

圧の張り出し

を 3.1S，後期

測所上空のメ

シュ，魚津と

サンブル平均

降水量，M
0398 富山県

いた黒部川

ならず地域の

ことが指摘さ

川流域におけ

減少，冬季の

ている１）．こ

に黒部川流域

がある．そこ

果を用いて黒

来変化につい

流路延長 85
約 99%あり，

る．多雨多雪

の平年値は平

mm と我が国
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の宇奈月(JM
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と泊は 2 メッ
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量の推定手法として，日平均気温を用いた雨雪判定

を行った．最後に，トレンド検定には Kendall の順位

相関を用いた． 
４．解析結果  

(1) 観測値とバイアス補正値の比較：図-2 は 1980
年から2099年までの各観測地点のバイアス補正値と

観測値の月平均降水量である．図中の棒グラフは観

測値を示す． 
下流域に位置する魚津と泊におけるバイアス補正

値(現在)と観測値を比較すると，降水量の絶対量のみ

ならず定性的にも非常に良く表現されている．北陸

地方の季節変化の特徴として挙げられる冬期の降水

量の多さや，梅雨期の降水量も表現できている．t 検
定の結果，泊におけるバイアス補正値と月平均降水

量には，全ての月で有意的な差は認められなかった．

一方，魚津の 3 月，6 月，9 月において有意水準 5％
で観測値との差が無いことが認められた． 
黒部川上流域の黒部ダム及び中流域の宇奈月にお

けるバイアス補正値(現在)と観測値を比較すると，バ

イアス補正値は，全体的に季節変化を捉えているも

のの，降水量の再現性は低く，特に宇奈月は，11 月

から 3 月までの冬期において観測値よりもバイアス

補正値は 136mm の過小評価である．t 検定の結果，

宇奈月のバイアス補正値と月平均降水量には，10 月

から 4 月まで有意水準 1%で観測値との差がある．ま

た同様に黒部ダムは，1 月，2 月，3 月，7 月におい

て有意水準 1%で観測値との差が認められた． 
山間部において，バイアス補正値が観測値よりも

過小評価となる原因の一つとして，バイアス補正の

際に用いた山間部の観測所の数が少ないことが挙げ

られる． 
(2) 年降水量の将来変化：図-3 は 1965 年から 2099

年までの各観測地点におけるバイアス補正値と観測

値の年降水量の経年変化である． 
下流域の泊と魚津における，現在期間と将来期間の

期間平均値を比較すると，泊の年降水量は 132mm 
(5%)増加，魚津の年降水量は 131mm (5%)増加する．

トレンド検定の結果から，魚津と泊において有意水

準 5%で増加傾向が認められた． 
上流域の黒部ダムと中流域の宇奈月における，現

在期間と将来期間の期間平均値を比較すると，黒部

ダムの年降水量は 119mm (10.1%)増加，宇奈月の年降

水量は 199.5mm (7.7%)減少する．トレンド検定の結

果から，宇奈月では有意水準 1%で減少傾向が認めら

れた． 
(3) 降雪量の将来変化：図-4は 1980 年から 2099 年

までの各観測地点における降雪量の経年変化である．

全観測地点において，降雪量は減少傾向であった．

現在期間と将来期間の期間平均値を比較すると，泊

の年降雪量は 229.1cm (83.8%)減少し，魚津の年降雪

量は 183.5cm (80.2%)減少する．黒部ダム，宇奈月に

おける年降雪量も減少傾向であった． 
５．まとめ  

本研究では，MRI-AGCM20 の出力結果を用いて黒

部川流域における降水量と降雪量の将来変化の解析

を行った．その結果，降水量の増減傾向は小さいも

のの，降雪量の減少傾向は極めて大きいことがわか

った．これは，これまでの降雪量が降雨量になるこ

とを意味しており，流出形態の変化や地下水涵養量

の変化が推察され，黒部川流域の水循環にも大きな

影響が及ぼすことが考えられる． 
謝辞：本研究はKAKUSHINプログラムの下に実施されたものである．

バイアス補正手法について，長谷川聡博士(土木研究所 ICHARM 専門
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こに記して謝意を表す． 
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図-3 1965 年から 2099 年までの各観測地点におけ

るバイアス補正値と観測値の年降水量の経年変化.
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図-4 1980 年から 2099 年までの各観測地点

における降雪量の経年変化 
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